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医療機関発の遡及調査対応手順

輸血用血液の献血者の
過去の検査結果

個別NAT陰性の

血液を輸血

保管検体は調査しない
（スクリーニングID-NATの結
果で評価する）

輸血された患者（受血者）
の陽転情報

HBV(-) HBV(+)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ウインドウ・ピリオドを超えた
次回献血/事後検査依頼の検査結果
で当該血液の感染リスクを評価し、リ
スクに応じて供給先医療機関へ情報
提供する

（輸血した血液=当該血液）

当該がWP献血の可能性あり（当該血
液の同時製造品が供給されていた場合、
情報提供）

次回献血なし

次回献血あり

HBV陰性：当該血液はWP献血の可能性
なし（情報提供なし）
HBV陽性：遡及調査ガイドラインに従い遡
及調査を実施（情報提供あり）
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令和3年度第2回薬事・食品衛生審議会血液事業部会安全技術調査会資料より



ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

被疑製剤

ID-NAT
HBV(-) HBV(-) HBV(-)

個別
NAT WP

HBV(-)

献血者

受血者
輸血前
HBV陰性

輸血 輸血後
HBV陽転

陽転まで数カ月

日赤に感染疑い報告

ウインドウ期を超えた献血の有無を確認
→その後の個別NAT及び血清学検査陰性により、被疑薬が
ウインドウ期にあった可能性は否定される
（感染疑い報告があった時は、すでに再来献血でウィンド
ウ期が否定されていることが多い）

→再来献血がなければ事後検査を依頼
→事後検査に応諾いただけなくてもその後の献血確認を継続

HBV(-)

（21日）

医療機関からの輸血感染疑いの対応（個別NAT時代）
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被疑製剤は通常複数本～
多い時は100本以上あり、

すべての被疑製剤の献血者
について同様の対応を実施



ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(-)

ID-NAT
HBV(＋)

個別
NAT WP

献血者

受血者
輸血前
HBV陰性

輸血 輸血後
HBV陽転

遡及調査の結果を受け
日赤に感染疑い報告

72日以内の前回
+前回から42日前まで遡及

（21日）

献血者に陽転通知
陽転後の献血があったとしても、製剤化しない

遡及調査が入
るため、早期に
診断可能

受血者
調査

受血者
調査

受血者
調査

受血者
調査

個別NATウインドウ期後、陽転が認められた場合は遡及調査の対象になる

献血者陽転に基づく遡及調査（個別NAT時代）
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P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

被疑製剤

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT WP

献血者

受血者
輸血前
HBV陰性

輸血 輸血後
HBV陽転

陽転まで数カ月～数年

日赤に感染疑い報告

プールNAT時代の被疑薬被疑薬については、
保管検体で個別NATを行い、陽性となった場

合は、献血者陽転と同様に過去の献血を遡
及するとともに、その後の献血についても遡及
する

（46日）

保管検体ID-NAT
HBV(+)

72日以内の前回
+前回から42日前まで遡及

その後も遡及

医療機関からの輸血感染疑い
被疑製剤の血液がプールNAT時代の場合
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受血者
調査

受血者
調査

受血者
調査

受血者
調査

受血者
調査

WPを過ぎれば何らかの陽転があり、
この後の献血があっても製剤化しない



P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(-)

P-NAT
HBV(+)

P-NAT WP

献血者

受血者
輸血前
HBV陰性

輸血 輸血後
HBV陽転

遡及調査の結果を受け
日赤に感染疑い報告

その後の献血でNAT陽転が認められれば遡及調査を実施済みであり、それにより受血者感染の有無が判明

（46日）

125日以内の前回
+前回から92日前まで遡及

遡及調査が入
るため、早期に
診断可能

受血者
調査

受血者
調査 受血者

調査
受血者
調査

献血者陽転に基づく遡及調査（プールNAT時代）
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受血者
調査

陽転後の献血があったとしても、製剤化しない


